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廷はを<1'どったI+J肝心守l¥!;館 rう。この?まどう'-!S)tL、 1 Jl14rJPIJf訴訟

オコオLtこ。

!Jj})iは、守塚市!臼原謡 i りで品lλP神社の)l~{QiJにある。 f?i1の全

悼の誼描は43 5 平Jj伝で陸事務室、会議室、ホ~)し、 E亘書

去、調印径と何百10主主二聞があり、二階はは人の収の策さと

ル:会議室がある。

C;ftからは、かλ去ののコミニケ》三ノョ::/o場として、

以内の場として示i]ffJしていただくととになる。恒でJきるのは 1

Jl20 [，:t廿手の予定。'"話議号は83-9800話。

一般符不自談-2 f~13 日 Cヅ〈際日〉・ 13時-1ι時 人欽:こfii.lilIかあるはお支f.Iコ
人控出、母三本目淡・ 2月 5U仁月曜[J) ・13時 -16持
行政;心情相談・ 2;-J5江 ι1J8翠口) -13時 -16時
野言己相談.2 f:j 9日 C金曜日〉巴 13時-16時
宅地理現用談・ ln23日〈火曜日〉・ 13時 -1冊子 人数lこ制限があるC1J時史(.jコ
住宅相談ー 1n16日〈火曜包) -13時 -16時
黒羽二号案作苦言f)談・ 2月 11(月曜日〉合目前;>-15時
下請取引1i~L\JlζJ っせんー 1F118B (木曜B)・13時30分-16埼
定{yljtf金氾談・ 2;='18U 仁木曜臼コー 9Ho'30分-16時
問時雫才二炎毘7](nù1 臼・ 10J与--15~，i

s少年相5炎ー平日; 9碍 -16時・常設仁青少年課コ
⑫交通事誼不自殺 f立混月曜日 -1加寺-----16f王子 交通安全協会仁di氏二ジ文 京〉
φ教奇相談・港話芭予約33-2121 数時E陪羽l相談室 民受け付けは椋談開始時筒から

祭主主穏談皇室/潟F窮地区行政セン安一雷(22)2711 
o法揮穏談毎刀主再 ~3金曜日 1沼在~1邸守(受付 S 時半、
健主主苦でもi'U)

やその倒の相談毎月教育相談、主主通事故侶談、内職招談をt:i
っています。

o県市合同相談 1月26B 13時 -18時 平塚駅北口主主爵前
G&伊相談、交通事故相次、探i段、 1tJ政一絞招談など〉

議技会室室内相談窓菅(33)2333 
心配色?と相談 -a主フ居月百理8CffiSを除<)1311寺-1日時
母子相談司平日、 9時 -15時30分常設
マ主庭氾首相談・平日、 99さff--16時
高齢者職業相談 e平日 9時3日分-16時づニ:歪日 9持30分年
結婚抱談・毎週日曜日10時 -16時



く〉給与放定等に伴う人件費 3鰭8，90，万円
心戸籍用大型高扇回転式部管庫購戸費 L前日夕

<>知事、東議会議員、市長、市議会議長選挙費 928 -? 

<>仮称琵琶5咽警沙年間施設整備の測量芸委託 445 .9 

<>生活時議扶助野追加 1億3，673 ク

く〉水田利用再編推進特別交付命 1. 053 -9 

C打潤木、構内かんがい誹本路改修弓辺 1，465，;シ

く〉首港線設整備にともなう地高等調判 80タ

く)rþJJ\~主主毛誠君対錆資会予五:':5B"t ワ :y，000タ
く〉排水路島百E改修工事費 2，000 ，シ

く)ILJT第 2都市下水路、徳延者百下ふ官官訴訟事守 2，日〉日多少

主主水対策部業として行われるものでiU-下露2百L市下部土、金目111

ぞいから33町、 170四 X170cmil)断言百で脇工ロ上は道路として使用され

る。徳五E書下刀 E告は、や1二じ版画だ7う九こちらは関与よ 3 延長

50m 

ぐI首長:山公摺アスレチック主主蛸工は'l 730万円
二I院の森を利用して、吋 400m-.. 目立主的43ノ〉、 9ポイントのア

スレチックを品質。施設としては主平台、 豆子、凸

がいの台等

くごノJ包型動力ポンプ購入門

むごt出小学校校舎;移転移とに

く>7と水小学校木造校三合解持"ff二われ浮
む神III小学校外さく等陪汲字問

心吉11学校移転m主主主に古、かーよ ユ
公社に)'rずる債務配託

Rノわてず名住 γ

?な問る:所
し勺 t:r_言ぷ芦
jミお劃名仏
と 丞労

五 号査特蓄量

11tiZ2 
5旬U 号ま一入校し

差録お
t討の lE
人種 1
6つ実 L二

γ32受喜善主誌
会、母うつ

;ニイキペFコ
新作

い移表状

震で長正

289)j)'] 

997タ

1， 155 ク

ク

3にし000 v 

U~3 臼、 7 Ll、、 19 i1

日、 29D
汀、 10日、 16円、、
[ ~、 11EI、17f司、 23i1
1，、 8n、、 20ιi、:3011
6日、 12日、 18[1、 24U、29lJ
6JJ4日、 10口、 16f]、、 26U 
7rJ2 、 8n、14[l、 20[j、26[1
8.Fl1日、 7iゴ、 131::1、 19[f、
4シ 3011

9fl 日、 l1f'j， 17円、 21~)" 
lOJJ 3日、 9日、 15FJ、26[j
llJJl汀、 7日、、 19L1、
ク 30EJ
12Yl6日、 12rJ、 18日、 22r1、 2811

県
は
一
日
一

神
奈
川
県
内
心
情
仮
罰
金
は
、
院
の

と
お
り
故
庄
さ
れ
た
。

乙
の
同
町
民
資
金
内
パ
1
k
タ
イ
マ

ー
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
労
働
お
に
昂
用
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
季
葉
市
ー
は
、
乙
れ

よ
り
低
い
賃
金
で
採
用
す
る
と
乙
一
は
で

き
な
い
D

な
お
、
間
低
資
金
か
ら
は
、
鯖
'
活

動
手
当
、
安
住
予
虫
、
通
勤
手
当
さ
と

は
日
か
れ
て
い
る
。

詳
し
い
こ
と
は
、
近
く
の
労
臨
基
準

叫
広
告
審
か
、
神
奈
川
労
翰
基
準
局
黄
金

具
(
培
三
同
り
同
み
ん
ハ
五
一

1
一↑一一江

鰻低賃金の件名 1 日 1時間〉
神奈川県 2， 628fTl 3291り公
織経授業 2. 675FT] 3351 Lj 
食料品製道議 2，734円 3421弓玉
木材岨木製製活文 2， 984rrJ 373fSj ~青
紙加工品製造業 2，888PJ 361円 。
出底。 印刷育連援決 2，908月 363fg 
横棋等製造業 3， 020fIJ 378P'J 
:IlIIS官三者、小売業 2， 978fIJ 372FIJ 

犬も家族の-J主です。愛情と
責任をもって宣言いましょう

E飼い主のみなさんへ]
れ丈夫な締またはくさ~"、簡定したもの
{こしっかむつなぐ。

放し飼いは他人に大変迷感、ま士ぴ凶険

2、
犬』こ規律がなくなD他

人にも迷感をかける。

3、運動は十分させる
i電動不足になると、犬もノイローぜにな
白おちつきがなくなる、十分な運動念。

れ狂犬荷予防注射は必ず受ける

平器保瞳所ι32-0J30) 前帯生課(23-111J) 

?J.-jみ:工獄の王様Jといわれ、私た

ちの尽慌てと活にいろいろ:さを与えている。

ぺ責物を食べられた担、家屋をかじられた思する

乙ねずみは寄生する fダエJや「のみjが発生する

らねずみによるサノレ宅ネラ童書の食中毒が発生する

以ねずみのいる掠庭に設モ7刊を無償で妃布てす
るので各え12ばの自治会組識を、邑じτ申し込ん
乏し、ただごい。

画事務担当楳健衛生諜衛生探



平
塚
市
で
は
、
「
住
み
よ
い
傍
平
塚
」
を
H
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
仕
事
支
を
引
っ
て
い
乙
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
た
い
た
税
令
女
主
体
に
、
日
開
や
円
以
の

補
劾
金
、
競
輪
事
業
の
以
後
金
、
中
市
銭
(
十
巾
の
借
入
会
)
九
と
で
運
針
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
収
入
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
一
一
同
広
桜
紙
上
ケ
一
絞

っ
て
「
財
政
状
況
の
公
表
」
を
行
っ
て
い
る
。

A
-
Mは
、
昭
和
五
十
一

4
皮
J
半
期
(
問
H
円
か

ら
九
月
末
ま
で
〉
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。
な
お
、
財
政
状
、
泌
仁
閉
山
す
る
資
料
は
、
化

務
部
財
政
課
(
市
役
所
一
二
階
電
話
お
一
一
一
}
内
線
…
一
一
五
一
一
)
に
そ
ろ
え
て
あ
る
の
て
、
小
川
気

軽
に
お
立
ち
ゃ
町
り
を
。市

?
砧
司
法
相
は
r
p
れ
借
八
千
vn
百れよ
1

寸
怨
さ
れ
ゐ
の
か
田
川
状
で
あ
y
V

に
あ
る
。

八
万
円
と
な
り
、
可
初
了
樟
に
比
べ
八
一
万
ド

H
H
h
H
H
H
Hド
れ
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
ぬ
勾
段

(約

4
2伸
び
と
な
る
b

一

般

会

に

↑

あ

ら

ま

し

の

棄

の

了

芝

「

の

み

よ

起

き

焼
事
罰
金
討
を
路
〈
。
一
の
つ
い
て
前
年
同
期
の
芸
品
と
比
較

j
h
u
-
N
I
H
i
lけ
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
雲
監
勢
と
し

予
帯
喰
績
は
四
百
λ
十
勾
惜
一
一
千
九

ι
る
と
、
自
主
山
担
保
の
主
体
そ
な
す
市
柑
む
ポ
知
の
と
お
り
叫
ん
認
可
思
パ
以
来
て
、
結
人
に
つ
い
て
は
、
現
江
川
市
町

九
)
七
万
円
で
あ
っ
た
が
、
潟
県
支
出
お
よ
ひ
諸
収
入
の
神
ぴ
は
、
鈍
化
あ
る
糾
泊
に
争
え
い
で
い
る
日
本
計
洪
九
宍
見
麗
し
を
わ
い
、
町
浜
確
保
の
た
め
に

会
一
動
向
等
事
ダ
レ
つ
つ
、
そ
の
確
い
は
主
主
主
民
街
、
警
に
お
け
い
か
に
鐙
で
障
し
、

yの
よ
う
な
芸
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

保
に
持
め
る
一
方
、
競
輪
挙
業
収
入
等
る
維
持
補
品
開
設
、
公
憤
捷
の
摺
高
に
つ
路
緑
を
敷
い
て
行
〈
か
に
つ
い
て
は
、
稿
跡
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
滋
山
に

の
昆
躍
し
葬
っ
た
結
索
、
前
期
に
お
い
足
、
今
後
白
動
向
在
日
さ
れ
る
警
の
論
議
沙
一
指
き
な
が
ら
、
す
で
に
つ
い
て
は
、
引
き
税
毒
隠
し
た
説

け
る
地
加
補
F
頭
は
三
ナ
ん
婿
五
干
五
と
こ
ろ
と
な
っ
た
1

4

年
を
経
過
し
て
い
る
。
殻
rm同
役
と
夜
開
の
飴
減
を
は
か
る
と
と
も
に
、
重

荷
六
十
一
万
円
し

ι宮
、
住
民
謡
何
向
好
投
宵
不
況
を
脱
し
て
、
出
休
日
比
一
民
長
期
財
政
再
建
と
い
う
電
要
課
顕
在
品
川
王
た
内
局
燐
白
選
択
を
わ
い
、
開
神
の
効
率

上
の
被
戸
に
た
ら
、
必
要
と
す
る
寂
費
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
従
来
の
よ
う
な
宮
本
経
浜
の
前
キ
μ、
依
内
と
し
て
4
y

内
な
配
分
と
、
行
政
水
準
の
向
k{一に努

日
に
つ
い
て
冊
宇
日
的
配
分
主
行
っ
た
。
税
の
大
幅
な
間
然
増
は
望
む
ベ
〈
も
な
離
な
も
の
と
一
一
日
わ
通
る
を
一
押
な
い
状
況
め
る
べ
〈
配
躍
し
て
い
る
。

と
の
結
果
9
月
末
日
に
お
け
る
金
古
田
d
f〈
、
将
来
に
わ
た
っ
て
同
阿
波
町
不
足
が

単位千円亡5:年 9月末現白〉53年度会計男IJ予害事

会計名

ー融合計

総輸事業

民民健康保険事業

都市改造事業

宝引uI下水道事業
農業共済事業

金肉セ>'"耳目

交通災害茶器等事策

本主主!Il'地方釦泡

言十

言?

4寺

金

雷十

一
i勺
一
軒
以
引
利
引
が
人
台
で
、
詩
人
事
に
対
す
る
収
入

取
引
岳
山
県
一
一
市
町
田
山
一
日
記
川
町
ト
い
い
脱
出
世
間
前
日
出
一

吉
一
一
↑
万
円
か
議
警
さ
れ
た
た
め
て
事
に
と
芸
品
顧
支
出
金
一
一

L
U
の
と
お
D
a

育
費
の
二
十
一
一
極
一
千
九
白
一
ニ
十
八
万
な
る
。
そ
れ
で
は
、

ζ
定

書

ど

り

塁

均

0
・
五
人
の
務
、
霊
感
品

九
月
末
の
予
韓
請
は
コ
百
五
サ
議
官
子
軒
の
械
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
月
来
ま
で
の
支
出
柄
額
は
、
百
億
円
、
②
尚
南
費
十
八
樟
む
手
一
」
白
九
寸
く
ら
い
か
と
い
う
と
E
e
一
一
一
一
弾
で
、
年
は
入
千
円
百
九
十
人
三
日
平
均
四
一
一

六
白
二
寸
方
円
に
な
っ
た
。
ζ

れ
は
的
収
入
構
績
の
主
な
も
の
は
、
市
税
が
一
年
九
百
九
十
七
万
回
一
で
、
予
貨
に
対
問
万
円
、
⑦
ゴ
木
輯
十
四
樹
八
平
五
邑
々
増
加
自
問
向
に
あ
る
。

-
O人
〉
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

年
同
期
に
く
ら
べ
一
六
十
一
一
一
億
均
千
一
一
一
百
八
イ
一
一
徳
一
千
五
百
時
十
四
万
円
(
収
ず
る
支
出
割
合
は
四
0
・
0
#と
低
い
一
一
一
十
四
h
円
、
⑤
総
務
費
寸
一
摺
八
千
ま
た
、
一
時
陣
地
ス
舎
に
つ
い
て
は
市
一
方
、
市
民
病
院
に
ほ
併
設
し
て
い
九

八
十
七
方
向
上
自
っ
て
い
る
。
入
費
了
八
骨
〉
芸
誌
の
七
二
帯
数
雲
市
し
て
訟
が
、
ζ

れ
は
事
業
八
百
五
五
万
円
と
な
っ
て
い
る
α

欄
の
増
加
等
の
影
禁
色
、
年
度
ぷ
童
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
入
院
態
京

、

が

下

半

期

に

ま

た

が

っ

て

進

出

ら

わ

て

ら

年

度

初

め

に

か

け

て

の

営

会

怒

日

付

J

議

入

…

込

書

め

て

ト

ッ

プ

、

続

V
て

量

か

合

レ

〈

号

、

長

会

主

主

延

べ

幸

四

百

一

一

千

六

人

(

一

日

常

吾
首
は
i、i
E
F
U
U納
め

A
M
m
u
一

ヨ

匂

一

昨

日

刊

縄

開

犬

十

一

一

鰻

鉛

寵

欝

ベ

間

十

一

品

、

累

計

百

七

十

長

訂

パ

ハ

イ

同

日

刊

誌

一

一

で
い
た
だ
く
甫
緊
急
一
千
二
億
九
千
懲
主

5
2
(構
成
主

4

4

1

護
霊
特
別
会
計
て
は
、
時
運
滋
な
り
五
年
間
関
と
比
較
す
お
と

J

q耳
石

、

(

伐

軒

下

一

一

治

港

湾

小

川

一

山

円

以

υ出げ
ぬ

れ

軒

目

当

万

円

、

一

一

一

一

鰐

駐

日

じ

1一
一
十
刊
誌
ト
刊
誌
七
九
日
リ

の
一
一
一
十
一
一
一
億
一
一
一
千
六
百
四
十
高
(
一
円
滑

e
i
-
-
2
鴻

{

宗

室

葬

送

し

て

い

く

た

め

に

と

の

う

ち

一

般

会

計

普

露

言

「

引

計

出

町

副

部

ふ

し

、

主

義

院

選

管

手

一
一
一
二
一
号
警
告
語
大
一
一
一
重
予
算
の
構
成
は
、
警
察
六
必
要
記
号
車
金
融
機
関
な
ど
卒
=
言
、
な
か
で
も
、
学
校
霊
「

H
i
l
l
-
L
盗
塁
…
語
、
十
一
一
警
一
千
八
百

十
一
億
八
千
三
十
一
一
一
万
円
(
一
一
一
-
む
十
二
億
五
千
二
百
六
万
円
で
予
揮
の
ニ
か
る
借
幻
る
お
金
F4m慣
と
い
っ
て
い
帯
町
教
育
慣
が
六
+
一
号
憾
六
千
九
百
五
昭
和
五
十
一
一
一
年
陸
上
半
期
の
業
務
状
八
土
ハ
万
円
止
足
っ
て
い
る
が
、

ζ
れ

帯
〉
市
慣
〈
市
の
借
入
金
〉
十
八
鶴
一
一
一
五
討
を
占
め
、
次
い
で
土
木
内
閣
の
五
ト
る
。
十
五
芳
司
会
ハ
一
-
了
間
間
帯
〉
と
ぽ
続
的
況
を
お
知
ら
せ
仁
王
言
。
に
対
す
る
一
日
献
金
計
か
ら
む
支
出
は
、

千
六
完
十
万
円
ハ
七
・

22と
な
一
億
一
三
一
一
百
五
十
万
円
つ
一
0
・
月
と
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
議
員
事
ぃ
。
市
民
震
の
患
者
散
は
、
入
院
雲
逗
八
一
千
九
十
一
二
万
円
に
も
の
ぼ
り
一

っ
て
い
ゐ
。
台
、
良
川
吋
費
白
山
十
二
一
時
、
品
工
一
面
討
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
あ
わ
せ
特
に
市
慎
は
、
向
治
体
の
財
政
規
執
が
箆
ぺ
四
万
亡
千
七
百
五
士
一
一
人
吉
一
般
会
訂
ι
ギ
ド
し
め
て

九
月
末
ま
で
に
市
に
入
っ
た
お
舟
は
山
八
万
円
(
一
七
e

一
グ
山
、
私
諦
て
釘
六
J
r
h

一
億
一
千
民
間
↓
一
万
円
で
に
見
合
っ
た
一
閣
に
と
ど
め
な
い
と
、
口
日
叩
サ
均
ご
同
一
一
一
十
一
二
人
。
外
来
FM引
は
る
e

〈
収
〈
横
山
観
て
一
百
十
二
億
じ
宇
一
一
由
貿
ω
ニ
コ
ハ
億
一
千
何
百
一
寸
台
、
ん
内

z
刷
協
会
年
3
月
表
現
む
に
比
べ
五
将
来
そ
の
返
部
主
約
一
肢
が
者
シ
¥
な
巽
↓
一
月
一
ニ
千
二
H
五
十
人
で
二
日

53"手渡一般会計予算現獄と収支状況
く53Lj'.9 jJ>k.t見(，

単位千円

収入済審買収入率

8. 21:). 440 61. .8勺
47，08G :")2. ~l 
24，077 :;;:;， G 
1日O弓550 77ιス

71.2 
54，4. 
3;1.4 
2:'). a 
32.4 
3. ;:; 

136.0 
3.2 

13.0 

成人をi迎えた}jまたは迎えられる }jU)

新む徒主;としての感怨、または選挙を

経験したことなど守二よ型地方自治や額

放への参加;ついて感、じたことb

く己字 数 2000'j以内(原稿用紙5枚以内 1
や応募貰楠 fJ(，刊133'半l}jl1J~34勾 12lJ 31 fJ

まで白聞にJ丹まれたものa

心掛め切り 1 )'131[1 (消印有効コ
く〉応募先神奈川県地挙管開醤員品

千231 桜浜市中同日本大通~ 1 
く入問い合わ佐 平域市選不祥理香闘会

*L[¥_，梓おの白}へB:i名、 f十.4'TJeI、職業を原稿の者
尾i'::':'ぱへすぐ三}

一 一一一一一一

予算現額 支出済額支出車

302.744 142，50，) 47，1喝
2， 624， 266 1. 188， 552 45， 3 
4. 293， 383 1. 873， 93[) 43， 6 
2.064，92:う 9，1O，78iJ. 45.6 
176，322 106，051 60. 
774，245 139，753 18.1 
343， 353 278，031 81. 0 
5，123，5、4 J， 485， 344 29. 0 
934. 866 396， 591 42，4. 
6. 仏古7 2. 319， 377 37. 
341， 635 571， 303 42， 6 
776.8ヲ8 387，740 75.7 

48，092 一一
23. 036， 200 10， 029， 967 40. 0 

一一一一

予欝現額

13. 317 
90.000 
4[)，明日

1:10.00ヲ
3.000 
54仁86
389.49:1 277.512 
432.89ス 23:)，438
:;.336.401 1. 1此 374
674.990 1::16，947 
165.887 53，7:19 
S8江lJ 2.030 
720，585 
643. ヲ 874，853
3， HiQ， 32i"i 103.016 
1， 8~16 ， 9αD 
25， 056. 200 273， 061 

歳入

車欠

f!ヨ税
会也え"慌IJ.fi"【

女広l慎桔{止利'，j仏
自動E和fi門科、
地方交付前

交 j垂!安令対治払う引

うH臼金足ひf-'1-)tl¥
使丹i料豆ひ下ダ

間帯交UI←
県支出企~

兵守ロヘ

有子fてJS，
鮮人合

観越

諸収入

計j す

投入合"j

5 3年望月 30日現在

話。

重量 潟

耕

議会費

職務首

長金容を

期生噛

労働費

農林広仁待

商工腎

二1::%世
ñ'-'í r~ん轡
教符特

公横型

諸支訓告

二名(品開

輩出合汁

φ封聾市内{lJ1のqれぞY:J全員2944人

.内容①布、のおカlνい
仁市内容に才吋吋古代表 1名〉

G1lお祝い白ことば

なれアトラクジヌ>' ，s{'.カ}ポ



白一一一一

誕百も目的l二利用できる。 君愛包l土ノミス

tシット、パレ}、パドミ/}.ン、卓球。

パドミジトジ、凶王Rのラケyト、シ，"トノレ、

〆六一jしは名目侍D':9る。

く>1 月 22臼(月〉午授 1 時~8時
<>2月?き段 (月〕 ρ 

<>2月26段〈月〉タ
っとうによfJ2月は鋭3、第4月曜日吉'j'.

E誌なお、連動く円コ E上ばき〉と運動ので
きる服装で夢加するζ と。

(33{[O 9) L1-~ょでコ

37，600711円
38，400タ
19，50日夕

11， 600ク

49，∞タ
il， 128 ~シ
9，000 タ
3，600 1--

6，5以) "" 
3，030タ

8，5，10ガ「守
4， i53タ
31， 336 ，シ

18，∞3タ

く〉とき?月268(金)~288 (箆〉

く〉ところ 梅獲デパート 6~華催事主義

く〉テーマ ふるさとの民俗芸能をたずねて

o前鳥i'l':o乙式文涜 o出民謡(表打限、籾持事D明、
須賀甚句〉。京民謡〈ほっくり首D 。泊村端子。
神業舞 ι八幡宮、部舟神社コ

女平塚銘菓展コーナー
なでしζ銘薬会員百280から自慢の銘菜28sfMi)，
出品され、なでしζ会共通の銘菓4品と合わせた
32銘菓の展示

下公三子塚の郷土E志綴予言コーナー
イヌ記念関子の3芸作
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あ
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仲
ゃ
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と
い
っ
た
し
「
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外
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ょ
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と
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佐
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あ
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。
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と
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あ
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、
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は
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、

襲
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。
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て
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、
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ど
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っ

て

い

ま

す

。

パ

ニ

ノ

の
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が
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、
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問
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1

j
撃
さ
ぷ
機
材
旧
主
つ
に
な
れ
ば
、
一
浮
島
料
な
ど
も
方
向
し
か
な
い
き
に
明
言
T
o
後
事
実
現
し
な
い
わ
け
で
ず
。
混
在
の
内
容
を
浜
市
民
に
知
つ
で
い
事

そ
め
対
応
能
が
J
滋
さ
れ
て
い
ま
す
j
十
付
つ
く
れ
る
の
で
は
屯
レ
か
と
思
い
縦
ぷ
の
問
題
で
悦
ん
で
い
ど
と
い
い
ま
は
市
街
化
区
域
の
中
で
や
っ
て
い
る
後
ぐ
ζ

と
か
ら
始
め
な
い
と
い
け
な
い
市

罪
人
た
ち
白
費
と
し
て
は
、
一
地
い
て
は
、
園
、
君
事
、
将
来
幸
子
。
己
主
義
濯
、
重
霊
と
す
が
、
や
は
り
や
ろ
撃
の
で
る
農
業
警
が
多
い
の
で
一
す
。
ζ
れ
が
き
フ
で
は
と
忌
じ
て
い
ま
す
。
単
な
る
護

渇
で
で
き
る
も
白
は
、
院
接
地
揚
で
禍
半
木
久
的
に
作
れ
な
い
と
ト
弓
払
た
ち
制
泣
訴
し
て
い
っ
た
ら
孟
い
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
を
、
行
政
と
農
協
の
機
能
ず
あ
か
の
問
題
で
す
。
機
砲
で
な
〈
総
合
的
な
機
緩
と
し
て
4

費
て
ま
る
万
訟
を
者
J
dえ
る
べ
き
で
は
な

γ長
盤
を
盤
備
す
る
必
要
が
あ
る
レ
鼠
か
と
思
い
主
ヲ
。

Lrじ
て
、
ど
の
よ
う
に
プ
ピ
ん
し
お
市
街
化
の
中
で
も
立
沼
町
な
幾
用
地
と
え
て
い
く
べ
き
と
反
帯
ム
て
い
ま
ナ
。

い
か
」
と
い
う
こ
と
そ
、
大
き
な
キ
守
い
f
7
0
そ
~puた
乙
と
に
よ
っ
て
、
喝
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
と
思
い
ま
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
将
来
も
強
し
皿
伊
藤
融
行
乙
れ
か
ら
の
蔀
士

ソ
チ
フ
レ
]
宍
h

「

し

で

い

こ

う

と

い

5

J

1

で

ほ

じ

い

で

子

。

は

、

企

業

的

な

農

業

で

な

い

と

生

の

で

す

e

継

者

は

蹟

ら

な

い

と

思

い

ま

す

。

そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
ゐ
2

パレカあり才

わ
れ
わ
れ
も
出
境
ど
し
、
さ
ら

L 
官

、内農家の6Og~~~が「後継者がし、ないJ と
分の1に達しているという結果です。行

l農業のあり方に、各市とも共通のf緩みを
)中でも消費者の魚離れもみられるなど、

約
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
。
ζ

の組

合
に
官
援
を
お
願
い
J
P
F
%
と
い
う
よ

ろ
な
こ
と
で
、
生
存
者
、
燈
協
、
い
政

消
費
お
ま
で
も
含
め
た
よ
う
な
羽
織
は

で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
a



神奈川界、農政部が行った農家湾、向調査では、 i軍
L、い、 「将来農業をやめたいJとする窓i勾が、 4
政面でも、都市と農業との調和といった都市近梨

もっています。また一方では、海資源の先級担疋

中

市

議

加

藤

禎

士

間

甲山
wvは
山
川
と
浪
白
思
議
に
浴
し
ち
ム
ヰ
照
的
、
全
開
的
に
擾
努
な
技

な
が
ら
組
長
し

τき
ま
し
た
叫
し
簡
や
経
験
争
お
持
ち
の
方
が
多
く

た
活
か
っ
て
、
平
塚
の
皇
帝
収
支
お
ら
れ
ま
す
。
と
れ
は
重
心
掛

る
主
主
で
弓
帯
〕
次
鐙
紫
色
控
苦
い
ζ
と
で
す
し
、
長
い
間
拭
h
vれ

忘
れ
る
こ
と
は
亡
晶
子
せ
ん
。
鳳
慌
た
授
業
、
塗
お
円
足
跡
は
、
そ
う

菜
、
漁
業
い
ず
ず
れ
も
が
多
く
の
間
関
車
に
へ
こ
た
れ
る
も
白
で
は
な

題
全
抱
支
で
い
ま
ず
。
経
ぽ
阿
部
市
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

平
塚
と
い
っ
た
助
か
ら
心
を
痛
め
と
の
足
跡
を
さ
ら
に
穴
き
く

私
の
嗣
h
r
b離
れ
な
い
大
き
な
鰯
し
、
八
十
年
代
そ
し
て
一
一
十
一
位

績
の
一
つ
で
す
。
紀
も
地
都
市
在
リ
ー
ド
す
る
立
場

事
い
、
市
内
に
は
鳳
髪
、
撃
の
第
一
次
重
で
あ
る
こ
と
を
願

と
も
に
、
第
一
揖
ク
ラ
ス
の
し
か
っ
て
い
ま
す
。



総魚獲量.380，952kg
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観畑一品

すわ、!:::::-Jレ火災、はしご車による救助訓練開始、助け

る方も助けられる人も真剣そのもの

力
走
の
選
手
を
か
こ
ん
で
、
町
内
会
で
は
さ
っ
そ
く
慰
労
金
、
曜
か
い
日

ざ
し
の
中
T
諜
し
み
な
ひ
と
と
き

弘
主
害
義

打
一
円
口
に
乙
己
戦
今
、
恒
例
と
な
っ
た
一
五
日
駅
広
務
正

大
会
が
市
内
の
各
同
ポ
克
ら
れ
た
。

ζ
の
駅
伝
は
、
間
内
の

線
開
白
檀
の
中
e
尚
校
生
以
上
の
一
般
市
民
が
普
加
し
て
行

な
わ
れ
た
も
の
で
、
二
J
1ム
八
1
十
人
編
成
で
、
最
説
十

一一チ
i
ム
位
で
問
攻
静
う
も
の
。
年
そ
返
っ
て
挑
ん
に
な
っ

ピ
い
る
J
否
に
は
、
湖
、
長
、
問
崎
、
磐
田
、
小
問
地

況
で
一
開
昨
さ
れ
、
二
日
に
は
域
防
が
こ
よ
し
4
同
め
の
正
月

駅
伝
を
字
、
施
、
健
涙
れ
ゲ
伝
統
っ
て
初
寄
hfι

第
し
ん
だ
。

ま
た
、
六
日
に
は
消
防
出
初
パ
山
川
、

t
前
9
時
か
ら
龍
一

長
期
を
江
院
中
山
7
校
校
庭
に
、
帯
二
会
婦
を
市
山
リ
骨
前
に
移

し
て
一
調
か
れ
、
市
民
の
片
一
命
と
問
時
府
北
J

今
消
防
荊
鋭
弘
正
日

開
十
人
が
参
加
、
見
守
ゐ
市
民
に
そ
の
全
等
念
仏
ハ
関
し
た
U

際
一
合
的
で
は
、
表
彰
、
祝
慨
を
、
品
ニ
ム
バ
潟
…
で
は
↑
in式

消
防
保
存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
F

也
で
ま
と
い
振
り
込
ぷ
」
白

川
、
貯
、
士
市
山
の
臼
伺
会
に
よ
る
治
市
北
酔
技
、
救
助
活
説
、

一
円
放
水
な
ど
合
致
錯
し
た
e

昨
年
は
富
一
一
一
十
円
の
火
災
が

あ
U
、
一
橋
九
千
万
円
が
ぽ
に
な
っ
た
。
火
に
討
し
て
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
構
え
宇
持
仏
国
認
し
た
い
も
の
で
す
。

謂火活動制調では、田村、麓革、土決の富治全由主禁事など12名酢書参

加、燃えさかる小E霊吾見事に消史、緩客から拍手が晶がった

さ晶、中継点でバトンタッチだ。駒内のみんなの声援にはげまされての

お走に怠もはずむ

公

い出

葉望
だの
ω メ
時 I
なン
ら工
品ベ

" ./ 
虹ト
" Iま
がな
見ん
らと
才t(、
fょっ
て

ゑ
肪
車

よ
る
も、
つ
せ附戸吉晶、ゴー)!-目前、支をる方も見守るλも笑顔いっぽい

町内のエースよくがんばった

U
 
任
マ
マ
ッ
プ
、
ラ
イ
タ
噂
い
、
子

ω
悼
の
手
の
届
か
な
い
所
に
賢
く
c

②
子
供
に
山
間
守
番
な
ど
さ
ぜ
る
と

箆
草
子
供
の
火
遁
ひ
に
よ
る
火
吉
丘
、
ス
ト
i
ブ
一
等
火
民
い
品
局

災
が
発
生
し
て
い
る
が
、
昨
年
一
吉
一
党
な
い
。

年
間
白
山
品
現
状
況
を
ふ
て
も
、
十
③
子
一
聞
に
は
、
常
に
火
白
血
M
ろ
し

四
件
と
汗
併
に
多
い
g

さ
ぞ
教
え
こ
人
で
お
く
。

華
民
同
づ
で
ば
一
、
次
的
問
九
佐
川
リ
/
J
よ
骨
子
州
い
だ
け
で
た
主
火
ル
ー
さ
せ
な

た
つ
午
少
に
吋
話
し
て
い
た
だ
占
た
も
。

2!'! 2 El (金)~4 段(箆〕

長野県戸緩村営スキー場

大回転 u疋子、む年、成町A、}が1B' 
色J 転仁立子、壮年、成匂 A、 I)\:.ti-~H ♂

跨離日t勾、成年〉
郷三j年組儲36滑以上のもの
成年組前35帯以下のもの
女子組年齢にitil~設なし

。申し込み 事加希望剖よ所定の申込用紙!こ「己入の

うえ墓参加料12， oocド~(パス料金と宿泊間コをi添えて、

1 月25 日ま~?こ見P!:Í台蔀南館件H本宵諜 C31~3060)

カ入市内持費スポ~YÆ吾へ申し込ts。

き

ろ

沼
こ
時
間

と

と

剖

町

。

〈

〉

付

く〉ゑ宮

く〉熊野 1月28討〈口ノ雨天中止

く〉集会場所平塚紋出札口付iJi7持30分
()コース 平勿駅久前十〉一駅コ楠J母子宇釈金凶4

民連絡先 見附台津膏館内体育課 31~3060 



明
和
五
十
一
ニ
年
度
総
建
府
東
南
ア
少
ア
青
年
m
U
船
に
事
加
し
て
帰
国
し

た
ば
か
り
心
重
閏
情
己
さ
ん
か
ら
、
部
験
談
が
寄
せ
ら
れ
た
む
で
紹
介
し

よ
う
。
青
年
の
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
は
、
五
十
三
咋
九
月
二
十
八
日
か
ら

十
一
月
一
平
七
日
ま
で
の
一
一
か
月
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ジ
ド
点
シ
ア
、

ジ
Y
ガ
ボ
ー
ル
、
主
イ
、
フ
イ
D
ッ
ピ
ン
〈
い
ず
れ
も
五
百
問
崎
長
)
、

日
本
〈
十
日
間
)
と
同
D
、
各
一
回
(
六
か
国
〉
か
、
h
訴
事
加
し
た
こ
百
十
人

宮
本
か
ら
一
一
十
五
人
)
白
羽
翠
た
ち
が
、
交
歓
会
や
研
倍
会
か
ぬ
い
て
反

好
会
深
め
た
。
重
田
晴
己
さ
ん
は
、
守
h
い
奇
年
凶
に
所
属
し
て
お
幻
、
相

模
女
子
大
(
四
年
〉
に
在
争
中
で
あ
る
。

明
治
五
十
三
年
九
月
二
十
八
日
、
寅
一
た
ち

C
盗
が
、
ハ
ッ
キ
旦
と
確
認
官

宗
晴
海
埠
頭
に
昆
浅
り
に
占
て
い
た
入
一
て
い
た
が
、
我
が
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

語資制主、 i七系政 Fを中に、比動jる
時fにを鋭くえぐるコ

• 1 JJ26f-jと2J-j 2 [3の ~j:: 1lru[J、!i 主G咋30

刀から8時30:5止まで。
包勤労、年20人生対訣

文 学
むかしの歌 戸桜康二

止を唆ふ日々 氷上勉

絵巻 永井路子

1I仁i是好日 入口:招致

立の河苧 平岩弓校

新語物語(す 田辺聖子

乙おろぎ橋 監々:;，f(e.，"f

人主主以免岳 山口E障

酔っ{まらい読本九 1訂正浮疋介編
イカロス白翼 」コ1汀淳一郎
風の、徒労の使者 メリLJ健二

主主愁巾密 主主百溝子

身上相談のよと ご三好徹

官時 荒巻義雄

ずイカタがやって来た 耳争点晶一

ーメン2 ジョセフ・ハヲード

ノンフィクション

クイフスタイんのつく Dゴ'j )i日跨久
古代からの視点 上田正照

郷上史事典・神奈川県 稲葉↑博編

長じ砲なる精時① 兆三多勝一

花見活経済のYケ 大谷{壇

家器、ふり経営 藤公房

新教育事情 対松罷

恕栴の社会学 IJL藤秀俊

日本ラ1評議ものがた臼

コゲラクタ百科

農協の挑戦

:JJメラの院が上二がる

想詰楽大学

法主活恕のスキ~Hj

ζ とばの人間停

家庭・生活
h架下の手作D事典 今回実家子

肱闘志モび 石井口E子

!Jt.のいろは歌留多 ~i設←~

く〉体力づくりオワヱンテーワン夕、

， 1，主捗によるーパイントオ J):ヱジテ~lj ング

. 1 J.:J28U (F-1)午前1却を、県立湖南百円の
援に集合。占百三角と潟県を持星参ずる s

・つ スは約4帥、親と F50人を対象。
指場(去る兵器一民

大特技指導者研修「青企年の意識をさぐ

る〉

会2月 4日(日〉
・レク2)エ}ショジiFゃ革法

女 2 月 7 臼 ~288 (括週木曜日コ

・青少年のゆれ動〈己乙ろをめぐって、百少

年の出導持術法、上手な話し方入門等。

， ~~1' :).-"lf'iぬλ、50Aをメ茨。

替えとなりま才。 3FJ仁三ではおどとの利用
でこ汀iJ'fJください。
なお、千ヲi等在確認L、 34~ の定íJj合

押すのも4月以降でヲ。
方々間指時間

。持出室、容-<;段、千沼:ヲ

ブく~日曜日 9lì;'}-~， lGil ~"50♂〉
。こども主主

火~仁曜1I 日時、 lGH，~.30分

日曜11 9前回ι.30::)-
女休館日

j月古川

女主主を見る会 太陽黒点をJiょう

11年r河期に来る磁大脳乙.rJ~j ， ~-(n{j;-い〉に人

った木;際J駒立を調べる。

.m時 2 JJl8日午江1I11的30分力¥2;'Fi&1時
まで

@申し込み往復はがきで曙物航へ只3日
λ。多いときは冊せんとする。
合博物措干254浅間町12-41詰ま;司33-:;111

ì~?楽しいスケート教室

苔ゴ二をパックにでっかく滑ろう

2 JJl811 (円〉午前9時邸主主ぜ世11.¥司王子
の出札口に集会。場所箱根がJケスターゎ

l'ンターでた施。スク}子靴、手袋、

、交通費等持歩。

帯主手少年50人をメJ象。

1，"ボランティア aどユーローから

ピコ〕口}はどなたでも喜多加できる。技術

はなくとも、もちろんかまわない。あなたも

立派なボラYティア。心と時聞のひとときを

少しjをしていただきたい。

女体轄自 在王J1!1月限量日、 16日 C火〉、 2FJll
日 C日〉
※慢しもの申し込みは、電話またはお長、経(こ

来館を。

事智青す年金食宮 室電話32-7029

ィ、 1、1 フ
()J) 

( 1土J16[j ノ¥ラ〉
挙図書主宮 干 平f玄プ斗… 41

A 続一品(;31)制15

すペーパークラフト・その立

@紙によるJCとEむの造立主仁テ}プノLヨイト力、
らランプシェ-1ごまで。コ

司 1Jヨ23日から 2YJ15日までの週木曜
午捜6時30分から8時30分まで。コ
・勤労青少年20.人全

大潟本~'j主の探求 主主燃える時代

殺角鴇月ミfの発生から与までく伊立の流入

女耳央E霊会

女 1月218(日 10吋と刈〆〉
「ど品、 1以降箆

山富二郎/藤村士官 2f)，~:，ilJ3C 泣

女 2月18臼(日) 1O:Vi'と14苅
IρU~ よさら(;:fJ lHι UTJ20j)-
ゲー立山 ';7ーパー/ヘレン・へイス

カこども玖密会 ζ新諸政問j給

。2n25H (fJ) 10.1奇と
(ちびでかの7-.:n民」
:JJラ」 了ニメージ 2ソ

女王ま録替えは4flです

51年度に登録されたふ 4月以降に登録

SO'i)-

大春期特ijIJJi皇「てつどう模重型車jU

町一一一一一告し誘致10局年記念一一一一→

主主祢デコちゃんで裂しまれているD52互り
主付費出現車を、文化セン丘一へ誘致してちょヨ

ど今年で10年になる。とれを三ι合して梗型で
見る日本の銀'，lil¥展を開催てする。

・期間 3月 1日から4J二18IJまで
e場所博物館 H皆「特別展石、第j
特別展期間中の行事は次のとお!l

立 3fj 4 (日〉 映悶j会(，亘書館ホノ~)

3，J11ll mコ 溜転会〈講堂〉
カ 3J.J18日〈日〉 模型[作教誌は斗学教主〉
口3月25日〈日〉 模型工作教主回L午教とめ
古 114fl (水〉 運転会 υ存主つ

女主主がらの7?-ttサワー

(体験予想シ2)-ズ28)
ー2月 8fl (木〕午前10時一~!j 交止で。

• H3し込み 1 JJ芹:けまではd引きで陣物
館へ。ただし、抽せんで20人まで。

a巷nをけFったり、?べをあけてっぱいだり
して告白美しさ、形のおもしろEきをいかした

物を作ってみよう。材斜は、博物館百'11窓ず
る7うす、モれまでにできれば括L至で5誌にいった
只を集めておいていただきたい。特iこ、嫌意

il>らニニ浦にil>げての海l与には、いろいろなバ
が藩ちている。

ヲ釘!ol然観察会「地j翼のスケッチJ

， 2n18日 C日〉午前9時30分~午後3時
喝境庁f :-1:毘周辺
・申し込み 2月10[1までに往復はがきで博
物館へ。 定員30人。



初めて妊綴された方を対象に母親

教室を開きます。なるべく妊娠7か
月までにお受けください。時間は13
時30分から16時まで、母子健康守地毘
と筆記用異をお持ちください。

公平塚市役所毎月実施

日程 2月 5白、 13沼、 19尽、 26日

場所市芭l'ffrB会議宣言
申し込み電話かハガキで

浅間際T9--1市保健衛生課
電話 23-1111内錦259・260

大三子塚保健所 偶数汚

日J箆 Z}ヲ7回、 14日、 21日、 28臼

主主主I~i' 平境保臣室Y計講堂
申し込み欝1日目にI宣接会調ヘ

一~~保健所だよ臼~~、A

4砂平塩保健所亡寄孟苫32-il130)
王子陸践す」慌をお持ちください。

車整場・平境保健5汗
盤時首1 ・ 13時~14時まで

[3か月兇検診〕
2 月 2 日 53符 10バ liヨ ~10 [J'1'
2月 9E-l 53年 10J--HlU .-....-20 fY1-
2 )-]16 f::1 S3fjc:1O月 21 Lì ~31[;fl

3歳児検診〕
2刀 1Ei 50年12月 1 日 ~10日生

2 JH5f'] 50年12月 11 日 ~20日生

2月22[1 50年 12月 21 日 ~31 日生

。そ予防接種!こ必華客なもの

①母子総素手帳〈転入した人は!日銭

所で使っていた母子健康手帳〉

a;問診票〈乙の票ば必ず宝買で.i2J¥し

て体者測定してきτください。〉
く〉予防接穫を受けられない人
①予防接種主受けて 1週間たってい
ない人。a;はしか、 BCG、種段、小
児マと生ヲクは、それぞれ1か月の
間繍をおかないと受けられません。

①その他、有熱患者、けいれん位体

閥、心臓血令守系、腎または肝臓に訳

患があD医師にとめられている入。

そなえておこうよこれだけは

み⑨氷

山は、われないポY容認カ町、いでしょ
②人は、 1 人 lH2~32 のガてが必要です。

cr:Jtくは3臼おき位に、こまめにとDかえる。

%UJくだけはどんなことがあっても持ってにげる

よう考えておこう。

担当選路捕慎課電話 23~IIIJ 内線404

と三重子さん (26成〉の長男。混
在9 かJ~J~拡諮問九宏、身長7km

53f三3月24f→主主まれ。
嬬lEちゃんのデ、子りは、おおばあ
ちゃんハマさん α岡引の役n。
腿にひもでもつけておかないと、

いたずらなのでけが離せないそう
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セエトパライ Co若子関きともいう〕

した。 IJ，邸主制こ子択がヨ九 G入
入れる大きさで、 14THこ:円'0主化

ちが中で遊ぴます。そして、町内

で赤沼のある家ではノl'氾冷;~韮れτ

小躍におまいbに来ます。ず()(!

子供たちが御幣を持ち功、児;こたtb

「ホウこノ'yも軽〈、ハシカも椛ぐ

あくまつばらいて主主掩イムい〉あぞ

まつばらいj といいながらおUくい

をしました。こうしているうち筏

夕方になると、 IJ，屈を乙わし燃や
して各自がf君子を悦主 tす。が主H

た[虫子を食べると力ぜそひカ}なし〉

といい、少しでも食べるものだ与

され、また、書きぞめの押紙ヲウセ〈

でI留〈あがると欝が上子にいるな

どともいわれていました。

入野では以上のようにネJわれて

いましたが、市内謂躍ではffij内の

1軒町家を宿とし、そこでオンペ

を伊った担、 14自に子供たち7)1::1

ロト~をしました。セヱトパライ

由行事は市内各地区、少しずつ興

った点在持ちながら続けられてい

ますが、郎日に作ったE王子を焼11.'

て食べたり、道祖神のまつ王)と帯

つ

い ::Eの と員 ま感六い二二 色
まと F なお t 社す謝百ロァ年々コ
す乙拾おり員会マす九協七五 ζ
てに、、生福 る月プヨ日助叫
一環残留己塾祉 とにに掲げノ
まり布員協 と途よな合ふと
れまいの議 もし DみいぷJ'
なした協会 に去、な簿、
いたしブコで おしーさ金 F
方分ま仁は 下した T二んは-
r 汁トト、 問。¥【一的、 静

ドミ可だ雪翫 乙む万;.VG:-r っ
在。次分 とか Iτi
宅の長げらずA か

炉 m守口， ~ 

j jj 
.. .. 

o 
..、ん日目~ 18 日~匂~内

E 私たちの薄らしの中には
E昔から{ムわ白、続けられて
Eいる行事やし吉たDなどが
Eた〈さんあります。 ζ うい
三うものに沼を向け生活Olii歪
E史を考えてみましょう。

= 

~ il14!1の夕方には、滋III神の

..に索められたオ刀ザ')などを若手i

Eみあげ、火をつけ、搭白持ち笥っ
きたfJj子安焼いて食べるという行事

Eがあ幻ます。 ζれをせエトパライ

芸とかI!-ドパレー、関子焼きなど

さといいますが、市内では今でも統

芸 りられている所が多くあります。

5市内入野はその 1つで、今も腕13'
E られていますが、 10年位百Iに上むべ
きると朝賂イむされています。

~ ;tJi¥岳fは、道祖神白B塔が八坂神
三社の域内に集められておD、14日

Eにその別にオカザl)などを利用し
Eて小屋役押白、タ万ζの小濯を乙

Eわして燃やし田子を焼いています
三 とζろが、 10年前までは、道担

E神が村境やよ室町辻にあり、それぞ

きれを詑る組く毘J内コ~叱ためられて

三あり、 IJ麗も 1つだけではく、滋

E担神むとにつ〈られていました。
E田中町・東町 .}!II崎市・仲ffir・1均

三組の 5 つで区王子焼主は:J常習を~ffる

Eオカザ2・ヲラ主義めは男の子供た
三ちの役割となっておD、 7自に百f

E内白子慌たちが各戸をまわって築
Eめ、 14日に町内の大人たちが道怒
さ神白務、または上に小療を作Dま

捨て火による間尺 j 
た由、脅Hもジく心 i 

IJ院で不用犬の巡F'>j明科を行う!

吋日;ごと出される方は、 f日jかんJ r犬の主主 i 
川 I口封筒衣j と景子λ手般を村容のうえ会場 i 
へお11-¥古ミけを。なお、収作車田停制時間{主3分 i 
:"lなのでおまちがいのないように

今月の殺容認 1月24箆 f水〉 j 
10 ∞ ん沢《民熊 10 15 jlJl.Y~;:l'\'，館 i 
10' 30 1.卸殿会館 10' 45 街見公民貧n
10‘53 1!:Jk公蹴 11・05 矧公民館 j 
11 : 15 t>~D京公民間 11 '25 県内，dl才-t;前 i 
11 '40 !i!四日開公匂:13'30 神田"社主眼 i 
13: 43 貞子公民館 14 ，∞ 束中加公民館 j 
14' 10 時間民間相 14' 25 城南技i吃fr"
11 '40 令川公工ぐ角 14:;);3 11勾均;:_~l.\'消，
13・10 _i之口公日己館
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っ
て
品
庁
、

M

B
者
が
一
人
立
健
か
か
や
ろ
う
と

お

い

hZ呂
持
ち
に
さ
せ
て
あ
庁
な
か

α
っ
た
と
の
乙
と
な
ず
。
そ
ん
な
B

弱
者
よ
じ
て
は
、
お
母
さ
ん
が
〕
絡

杭
で
な
い
と
、
何
を
や
っ
て
い
い
の

情
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
主
義

川
持
ち
だ
っ
た
白
で
し
ょ
う
。

叩
む
ち
ゃ
ん
の
お
母
吉
ん
は
、
む

涜
隣
￥
に
治
っ
て
も
、
す
ぐ
に
ち
ゃ
ん
が
今
ま
で
の
よ
ち
た
言
γ
フ

お
師
事
ん
か
ら
縁
れ
ら
ぶ
れ
な
か
っ
事
を
き
か
な
く
な
っ
た
時
に
、
き

た
A
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
に
一
緒
つ
く
上
が
D
つ
け
る
ζ
と
が
多
加

に
入
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
っ
た
げ
て
Z
つ
で
す
。

cち
ゃ
ん
に
は

な
か
っ
た
自
れ
や
む
ち
ゃ
ん
。
幼
そ
ん
な
お
母
苧
ん
が
急
に
ζ
わ
い

融
関
前
の
fγ
に
よ
く
見
ら
れ
る
こ
も
の
と
な
っ
て
、
見
緩
さ
れ
た
と

と
で
す
が
、
と
う
い
う
子
の
気
持
思
い
、
会
艇
れ
た
ら
、
お
母
さ
ん

ち
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
が
自
分
を
蜜
い
て
、
ど
こ
か
に
h

う

。

っ

て

3
yま
う
の
で
は
な
い
か
と
尋

A
ち
ゃ
ん
の
岡
崎
台
は
、
知
ら
な
え
て
い
た
よ
う
て
す
G

い
所
で
、
し
か
も
、
知
一

F
一
広
務

ζ
安

定

、

経

れ

き
と
が
喜
で
、
ぉ
♂
/
罪
十
ら
れ
な
い
と
い
っ
石

雪
ん
か
暴
れ
ら
れ

3
2一
該
い
ろ
い
ろ
な
警
が
あ

な
か
っ
本

E
1
ζ

一
一
一
弓
斗
せ
り
妻
。
離
れ
ら
れ
な

ζ
川
品
、
も
っ
と
わ
い
所
持
証
主
い
お
子
さ
ん
の
こ
と
を

で
は
な
い
と
わ
か
る
と
事
才
芝
嘉
門
寄
っ
す
ぐ
幼
稚
賎
な

2
向
は
に
は
、
ス
ッ
と
お
陪
さ
ん
の
に
、
な
ん
て
僑
け
な
い
子
だ
h

か
ら
離
れ
、
選
蹟
吋
に
人
る
こ
と
と
患
い
、
無
理
や
り
i

離
そ
ヲ

εせ

が
で
き
九
よ
し
た
。
ず
に
、
総
れ
ら
れ
な
い
で
い
る
ポ

宮
丹
は
、

2
M
g
も
離
れ
ら
れ
安
な
丸
持
色
が
、
ど
こ
に
あ
る
む

ず、

EEPLMて
な
む
か
し
し
h

品
川
は
さ
か
、
な
ぜ
あ
る
の
か
知
る
持
力
を

ん
と
」
し
告
っ
て
み
た
ら
、
今
ま
し
、
そ
の
不
安
を
少
し
官
も
聴
く

で
お
陪
さ
ん
か
ら
離
れ
た
終
験
が
し
て
あ
げ
る
と
と
が
大
切
だ
と
尽

な
く
、
し
か
も
、

hm
ほ
さ
ん
が
B

わ
れ
£
す
。
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民休鯉沼 会出週月醐母、祝祭臼の翌翌日
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